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                  平成 29 年 12 月５日(火)、東成区民センターにおい 

て午後２時から東成区廃棄物減量等推進員を対象に研 

修会を開催しました。 

研修会の開催に際し、東部センター川野所長が「今 

年度は、全ごみゼロリーダーを対象とした研修会を開 

催させて頂きました。皆様には今日学んでいただいた 

ごみの減量化、資源化、また環境問題についての知識 

を、日々の生活の中でご活用頂きたいと思います」と 

あいさつしました。 

                  研修会には、大阪府地球温暖化防止活動推進センタ 

ーの田中シニア・コーディネーターをお招きし「地球温暖化とごみの減量について」と題

して、地球温暖化のメカニズムと温暖化が及ぼす影響や、廃棄物の増加と処理問題につい 

ての問題点・課題等を話されました。エネルギー問題では、化石燃料の大量消費によるＣ 

Ｏ２の増加による温暖化がもたらす影響と、その対策が喫

緊の課題であることや、廃棄物問題では「大量生産・大量

消費・大量廃棄の時代からの転換が求められる」とし「廃

棄物処理における汚染物質の流出は深刻である」と訴えら

れました。 

最後に温暖化とごみ問題では「国を挙げて食品ロスの課

題を認識し、日常生活でできる３きり運動にぜひとも取組

んで頂きたい」と締めくくられました。 

研修会に参加されたごみゼロリーダーの皆さんからは「よく理解できた。地域活動に 

役立つ内容であった」、「引き続きごみ減量に取組みたい」と多くの意見を頂きました。 
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来る平成 30 年２月６日（火）、午 

後１時 30 分から、大阪産業大学梅 

田サテライトキャンパス（大阪駅前 

第３ビル 19 階）において、大阪ご 

み減量推進会議の主催による｢ごみ 

ゼロ大阪｣に向けた市民交流会が開催 

されます。 

市民交流会は、第 1 部事例発表と 

して、兵庫県加東市の「保健衛生推 

進員の活動｣、天神祭ごみゼロ実行委 

員会から、｢初年度の実践～『南天満 

公園』エリアのエコステーション等 

実施」の取組が発表され、第２部は 

交流会形式となっています。 

市民交流会への参加申し込み等は 

東部環境事業センター普及啓発担当 

までお問合わせください。 

詳しくはごみゼロリーダーニュー 

ース＜全市版＞第 41 号をご覧頂き 

ますようお願い致します。 

 

 

 

ごみゼロリーダーを中心に、それを取り巻く３本の手 

               が一となって、発生抑制（リデュース）、再使用（リユー 

ス）、再利用(リサイクル)の３Ｒに取組んで、ごみ減量・ 

リサイクル環を構築する姿と循環型社会の形成に向けた 

３Ｒという基本則を表しています。 
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